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(57)【要約】
【課題】複数の視聴者が同時に異なる方向のライブ映像
を視聴することと、ライブ映像の配信遅延を小さくする
ことを両立させる。
【解決手段】本発明に係る映像配信システムは、複数の
映像撮影部１１１を備えて複数の映像を撮影する映像取
得装置１１０と、複数の映像から、視聴者が視聴を要望
する映像範囲の情報に基づいて映像を選択し、選択され
た映像から視聴者が視聴を要望する部分映像を切り出す
配信サーバ１２０と、配信サーバ１２０から受信した部
分映像を表示する映像提示装置１３０とを備え、各映像
撮影部１１１は、各映像撮影部１１１が撮影する映像と
、隣接して配置された映像撮影部１１１が撮影する映像
とが重なり合う重複領域を有し、重複領域の大きさが、
映像提示装置１３０が表示する部分映像の大きさよりも
大きくなるように配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像取得装置と、配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、
　前記映像取得装置は、複数の映像撮影部を備え、
　前記配信サーバは、
　　前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を受信する映像入力部と、
　　視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像
選択指示部と、
　　前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像を選択する映像選択
部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示す
る映像切出し指示部と、
　　前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記映像選択部が選択した前記映像から、
前記部分映像を切り出す映像切出し部と、
　　前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を前記映像提示装置に配信する映像配信
部とを備え、
　前記映像提示装置は、
　　視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、
　　視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送
信部と、
　　前記配信サーバが配信する前記映像切出し部によって切り出された前記部分映像を受
信する映像受信部と、
　　前記映像受信部が受信した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、
　前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮
影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分
映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする映像配信システム
。
【請求項２】
　映像取得装置と、配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、
　前記映像取得装置は、複数の映像撮影部を備え、
　前記配信サーバは、
　　前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を受信する映像入力部と、
　　視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像
選択指示部と、
　　前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像を選択する映像選択
部と、
　　前記映像選択部が選択した前記映像を前記映像提示装置に配信する映像配信部とを備
え、
　前記映像提示装置は、
　　視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、
　　視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送
信部と、
　　前記配信サーバが配信する前記映像選択部によって選択された前記映像を受信する映
像受信部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示す
る映像切出し指示部と、
　　前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記映像選択部が選択した前記映像から、
前記部分映像を切り出す映像切出し部と、
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　　前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、
　前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮
影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分
映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする映像配信システム
。
【請求項３】
　映像取得装置と、配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、
　前記映像取得装置は、
　　複数の映像撮影部と、
　　前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を符号化する第１映像符号化部とを備え
、
　前記配信サーバは、
　　前記第１映像符号化部が符号化した複数の映像を受信する映像入力部と、
　　視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像
選択指示部と、
　　前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像を選択する映像選択
部と、
　　前記映像選択部が選択した映像を復号する第１映像復号部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示す
る映像切出し指示部と、
　　前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記第１映像復号部が復号した前記映像か
ら、前記部分映像を切り出す映像切出し部と、
　　前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を符号化する第２映像符号化部と、
　　前記第２映像符号化部が符号化した前記部分映像を前記映像提示装置に配信する映像
配信部とを備え、
　前記映像提示装置は、
　　視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、
　　視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送
信部と、
　　前記配信サーバが配信する前記部分映像を受信する映像受信部と、
　　前記映像受信部が受信した前記部分映像を復号する第２映像復号部と、
　　前記第２映像復号部が復号した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、
　前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮
影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分
映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする映像配信システム
。
【請求項４】
　映像取得装置と、配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、
　前記映像取得装置は、
　　複数の映像撮影部と、
　　前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を符号化する映像符号化部とを備え、
　前記配信サーバは、
　　前記映像符号化部が符号化した複数の映像を受信する映像入力部と、
　　視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像
選択指示部と、
　　前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像を選択する映像選択
部と、
　　前記映像選択部が選択した前記映像を前記映像提示装置に配信する映像配信部とを備
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え、
　前記映像提示装置は、
　　視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、
　　視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送
信部と、
　　前記配信サーバが配信する前記映像選択部によって選択された前記映像を受信する映
像受信部と、
　　前記映像受信部が受信した前記映像を復号する映像復号部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示す
る映像切出し指示部と、
　　前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記映像復号部が復号した前記映像から、
前記部分映像を切り出す映像切出し部と、
　　前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、
　前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮
影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分
映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする映像配信システム
。
【請求項５】
　映像取得装置と、配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、
　前記映像取得装置は、
　　複数の映像撮影部と、
　　前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を符号化する第１映像符号化部とを備え
、
　前記配信サーバは、
　　前記第１映像符号化部が符号化した複数の映像を受信する映像入力部と、
　　前記映像入力部が受信した映像を復号し、復号した最新の映像を蓄積する復号映像蓄
積部と、
　　視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、前記復号映像蓄積部が蓄積する映像から選択すべき
映像を指示する映像選択指示部と、
　　前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記復号映像蓄積部が蓄積する映像から映像
を選択する映像選択部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示す
る映像切出し指示部と、
　　前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記映像選択部が選択した前記映像から、
前記部分映像を切り出す映像切出し部と、
　　前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を符号化する第２映像符号化部と、
　　前記第２映像符号化部が符号化した前記部分映像を前記映像提示装置に配信する映像
配信部とを備え、
　前記映像提示装置は、
　　視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、
　　視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送
信部と、
　　前記配信サーバが配信する前記部分映像を受信する映像受信部と、
　　前記映像受信部が受信した前記部分映像を復号する映像復号部と、
　　前記映像復号部が復号した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、
　前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮
影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分
映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする映像配信システム
。
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【請求項６】
　映像取得装置と、配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、
　前記映像取得装置は、
　　複数の映像撮影部と、
　　前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を符号化する映像符号化部とを備え、
　前記配信サーバは、
　　前記映像符号化部が符号化した複数の映像を受信する映像入力部と、
　　前記映像入力部が受信した映像を復号し、復号した最新の映像を蓄積する復号映像蓄
積部と、
　　視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像
選択指示部と、
　　前記映像選択指示部の指示に基づいて、基準フレーム画像が届くまでの間は、前記復
号映像蓄積部の映像から、基準フレーム画像が届いてからは、前記映像入力部の映像から
映像を選択する映像選択部と、
　　前記映像選択部が選択した前記映像を前記映像提示装置に配信する映像配信部とを備
え、
　前記映像提示装置は、
　　視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、
　　視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送
信部と、
　　前記配信サーバが配信する前記映像選択部によって選択された前記映像を受信する映
像受信部と、
　　前記映像受信部が受信した前記映像を復号する映像復号部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示す
る映像切出し指示部と、
　　前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記映像復号部が復号した前記映像から、
前記部分映像を切り出す映像切出し部と、
　　前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、
　前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮
影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分
映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする映像配信システム
。
【請求項７】
　映像取得装置と、配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、
　前記映像取得装置は、
　　複数の映像撮影部と、
　　前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像と関連付けられた音声を取得する音声取
得部と、
　　前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像、及び、前記音声取得部が取得した音声
を符号化する第１映像符号化部とを備え、
　前記配信サーバは、
　　前記第１映像符号化部が符号化した複数の映像及び音声を受信する映像入力部と、
　　視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像
選択指示部と、
　　前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像及び当該映像に関連
付けられた音声を選択する映像選択部と、
　　前記映像選択部が選択した映像及び音声を復号する第１映像復号部と、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示す
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る映像切出し指示部と、
　　前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記第１映像復号部が復号した前記映像か
ら、前記部分映像を切り出す映像切出し部と、
　　前記映像切出し部が切り出した前記部分映像及び前記映像選択部が選択した音声を符
号化する第２映像符号化部と、
　　前記第２映像符号化部が符号化した前記部分映像及び前記音声を前記映像提示装置に
配信する映像配信部とを備え、
　前記映像提示装置は、
　　視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、
　　視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送
信部と、
　　前記配信サーバが配信する前記部分映像及び前記音声を受信する映像受信部と、
　　前記映像受信部が受信した前記部分映像及び前記音声を復号する第２映像復号部と、
　　前記第２映像復号部が復号した前記部分映像を表示するとともに、当該部分映像に関
連付けられた音声を再生する映像表示部とを備え、
　前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮
影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分
映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする映像配信システム
。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の映像配信システムにおいて、前記複数の映像撮
影部が放射状に設置されていることを特徴とする映像配信システム。
【請求項９】
　請求項８に記載の映像配信システムにおいて、
　前記表示範囲指定部が、前記映像提示装置を向けている方角を取得するセンサを有し、
基準とする方向からの角度によって視聴者が視聴を要望する映像範囲を受け付け、
　前記各映像撮影部が、当該映像撮影部毎に前記基準とする方向から所定の角度ずらして
設置され、
　前記映像選択指示部が、前記基準とする方向からの角度を用いて、前記複数の映像から
選択すべき映像を指示し、
　前記映像切出し部が、前記基準となる方向からの角度を用いて、選択された前記映像か
ら切り出す部分映像を指示することを特徴とする映像配信システム。
【請求項１０】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の映像配信システムにおいて、
　前記映像取得装置が、さらに、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像と関連付け
られた音声を取得する音声取得部を備え、
　前記映像選択部が、前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像及
び当該映像に関連付けられた音声を選択し、
　前記映像表示部が、前記部分映像を表示するとともに、当該部分映像に関連付けられた
音声を再生することを特徴とする映像配信システム。
【請求項１１】
　映像取得装置と、配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムにおける映
像配信方法であって、
　前記映像取得装置は、複数の映像撮影部を備え、
　前記各映像撮影部を、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮
影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記映像
提示装置が表示する部分映像の大きさよりも大きくなるように配置するステップと、
　前記複数の映像撮影部によって、複数の映像を撮影し、前記配信サーバに送信するステ
ップと、
　前記映像提示装置によって、
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　　視聴者から、視聴を要望する映像範囲を受け付けるステップと、
　　視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信するステップと
、
　前記配信サーバによって、
　　視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信するステップと、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から映像を選択するステップと、
　　前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から部分映像を切り出すステッ
プと、
　　切り出した前記部分映像を前記映像提示装置に配信するステップと、
　前記映像提示装置によって、前記配信サーバが切り出した前記部分映像を受信して表示
するステップとを含むことを特徴とする映像配信方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像配信システム及び映像配信方法に関し、特に、広範囲に常時撮影されて
いる映像中から、視聴者が自分の好きな場所を選んでライブで視聴する映像配信システム
に及び映像配信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、イベント会場などの遠隔地にいる視聴者が、視聴者の有するテレビや移動端末を
用いて、イベント会場において撮影されている映像から自分の好きな範囲を選んでライブ
で視聴するための様々なシステムが提案されている（例えば、非特許文献１）。
【０００３】
　例えば、視聴者が好きな方向のライブ映像を見る方法として、リモート操作可能な雲台
を有するＷｅｂカメラを用いて視聴者がリモートで雲台を操作し、好きな方向にＷｅｂカ
メラを向ける方法が知られている（例えば、非特許文献２）。
【０００４】
　また、予め広い範囲でライブ映像を撮影しておき、そこから視聴者が要望する部分を切
り出して配信する方法も知られている。この場合、複数のカメラで撮影した映像を貼り合
せて広い範囲のライブ映像を撮影する方法と、解像度が高く広範囲を撮影することができ
る１台のカメラで広い範囲のライブ映像を撮影する方法とが知られている（例えば、非特
許文献３）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Hideaki Kimata, Daisuke Ochi, Akio Kameda, Hajime Noto, Katsuhik
o Fukazawa, and Akira Kojima, “Mobile and Multi-device Interactive Panorama Vid
eo Distribution System”, IEEE GCCE 2012, Oct, 2012.
【非特許文献２】田中俊生、「安価な市販USBカメラとパソコンで作る 簡易ウェブ・カメ
ラ・システムの構築」、トランジスタ技術2002年12月号、p.196-197.
【非特許文献３】山澤一誠、横矢直和、「全方位カメラとJAVA appletを用いたインター
ネット定点カメラ」、 FIT（情報科学技術フォーラム）2002、 I-7
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、リモート操作可能な雲台を用いる方法では、ある視聴者が自分の好みの
方向にＷｅｂカメラを向けて映像を見ている間は、別の視聴者は、異なる方向の映像を見
ることができないという問題、すなわち、複数人が同時に異なる方向の映像を見ることが
できないという問題があった。
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【０００７】
　また、複数カメラで撮影した映像を貼り合せて広い範囲のライブ映像を撮影し、視聴者
が要望する部分を切り出して配信するという方法では、複数の映像の貼り合せに計算コス
トがかかるため、映像配信の遅延が大きくなるという問題があった。
【０００８】
　また、解像度が高く広範囲を撮影することができるカメラを用いて広い範囲のライブ映
像を撮影し、視聴者が要望する部分を切り出して配信するという方法では、通常のカメラ
では１８０度を超えるような広い範囲を撮ることはできないため、全方位レンズや魚眼レ
ンズ等を有するカメラが必要になりコストが高くなるという問題があった。また、全方位
レンズや魚眼レンズを用いると画像の歪が大きくなるため、切り出した画像を違和感なく
見せるためには、画像の変形という計算コストのかかる処理が必要になるため、映像配信
の遅延が大きくなるという問題があった。
【０００９】
　このように、従来技術では、複数の視聴者が同時に異なる方向のライブ映像を視聴する
ことと、ライブ映像の配信遅延を小さくすることを両立させることができないという問題
があった。
【００１０】
　したがって、かかる点に鑑みてなされた本発明の目的は、複数の視聴者が同時に異なる
方向のライブ映像を視聴することと、ライブ映像の配信遅延を小さくすることを両立させ
ることができる映像配信システム及び映像配信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明に係る映像配信システムは、映像取得装置と、配信サ
ーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、前記映像取得装置は、複数
の映像撮影部を備え、前記配信サーバは、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を
受信する映像入力部と、視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信
部と、前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映
像選択指示部と、前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像を選択
する映像選択部と、前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部
分映像を指示する映像切出し指示部と、前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記映
像選択部が選択した前記映像から、前記部分映像を切り出す映像切出し部と、前記映像切
出し部が切り出した前記部分映像を前記映像提示装置に配信する映像配信部とを備え、前
記映像提示装置は、視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定
部と、視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示
送信部と、前記配信サーバが配信する前記映像切出し部によって切り出された前記部分映
像を受信する映像受信部と、前記映像受信部が受信した前記部分映像を表示する映像表示
部とを備え、前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置さ
れた映像撮影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが
、前記部分映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする。
【００１２】
　また、上記課題を解決するため、本発明に係る映像配信システムは、映像取得装置と、
配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、前記映像取得装置は
、複数の映像撮影部を備え、前記配信サーバは、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の
映像を受信する映像入力部と、視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指
示受信部と、前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示
する映像選択指示部と、前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像
を選択する映像選択部と、前記映像選択部が選択した前記映像を前記映像提示装置に配信
する映像配信部とを備え、前記映像提示装置は、視聴者から、視聴を要望する前記映像範
囲を受け付ける表示範囲指定部と、視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配
信サーバに送信する表示指示送信部と、前記配信サーバが配信する前記映像選択部によっ
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て選択された前記映像を受信する映像受信部と、前記映像範囲の情報に基づいて、選択さ
れた前記映像から切り出す部分映像を指示する映像切出し指示部と、前記映像切出し指示
部の指示に基づいて、前記映像選択部が選択した前記映像から、前記部分映像を切り出す
映像切出し部と、前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を表示する映像表示部とを
備え、前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映
像撮影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記
部分映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする。
【００１３】
　また、上記課題を解決するため、本発明に係る映像配信システムは、映像取得装置と、
配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、前記映像取得装置は
、複数の映像撮影部と、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を符号化する第１映
像符号化部とを備え、前記配信サーバは、前記第１映像符号化部が符号化した複数の映像
を受信する映像入力部と、視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受
信部と、前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する
映像選択指示部と、前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像を選
択する映像選択部と、前記映像選択部が選択した映像を復号する第１映像復号部と、前記
映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示する映像切
出し指示部と、前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記第１映像復号部が復号した
前記映像から、前記部分映像を切り出す映像切出し部と、前記映像切出し部が切り出した
前記部分映像を符号化する第２映像符号化部と、前記第２映像符号化部が符号化した前記
部分映像を前記映像提示装置に配信する映像配信部とを備え、前記映像提示装置は、視聴
者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、視聴者が視聴を要
望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送信部と、前記配信サー
バが配信する前記部分映像を受信する映像受信部と、前記映像受信部が受信した前記部分
映像を復号する第２映像復号部と、前記第２映像復号部が復号した前記部分映像を表示す
る映像表示部とを備え、前記各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接
して配置された映像撮影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域
の大きさが、前記部分映像の大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴と
する。
【００１４】
　また、上記課題を解決するため、本発明に係る映像配信システムは、映像取得装置と、
配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、前記映像取得装置は
、複数の映像撮影部と、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を符号化する映像符
号化部とを備え、前記配信サーバは、前記映像符号化部が符号化した複数の映像を受信す
る映像入力部と、視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、
前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像選択
指示部と、前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像を選択する映
像選択部と、前記映像選択部が選択した前記映像を前記映像提示装置に配信する映像配信
部とを備え、前記映像提示装置は、視聴者から、視聴を要望する前記映像範囲を受け付け
る表示範囲指定部と、視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前記配信サーバに送
信する表示指示送信部と、前記配信サーバが配信する前記映像選択部によって選択された
前記映像を受信する映像受信部と、前記映像受信部が受信した前記映像を復号する映像復
号部と、前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指
示する映像切出し指示部と、前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記映像復号部が
復号した前記映像から、前記部分映像を切り出す映像切出し部と、前記映像切出し部が切
り出した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、前記各映像撮影部は、当該各映像
撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮影部が撮影する映像とが重なり合う
重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分映像の大きさよりも大きくなるよう
に配置されていることを特徴とする。
【００１５】
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　また、上記課題を解決するため、本発明に係る映像配信システムは、映像取得装置と、
配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、前記映像取得装置は
、複数の映像撮影部と、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を符号化する第１映
像符号化部とを備え、前記配信サーバは、前記第１映像符号化部が符号化した複数の映像
を受信する映像入力部と、前記映像入力部が受信した映像を復号し、復号した最新の映像
を蓄積する復号映像蓄積部と、視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指
示受信部と、前記映像範囲の情報に基づいて、前記復号映像蓄積部が蓄積する映像から選
択すべき映像を指示する映像選択指示部と、前記映像選択指示部の指示に基づいて、前記
復号映像蓄積部が蓄積する映像から映像を選択する映像選択部と、前記映像範囲の情報に
基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示する映像切出し指示部と、前
記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記映像選択部が選択した前記映像から、前記部
分映像を切り出す映像切出し部と、前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を符号化
する第２映像符号化部と、前記第２映像符号化部が符号化した前記部分映像を前記映像提
示装置に配信する映像配信部とを備え、前記映像提示装置は、視聴者から、視聴を要望す
る前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の
情報を前記配信サーバに送信する表示指示送信部と、前記配信サーバが配信する前記部分
映像を受信する映像受信部と、前記映像受信部が受信した前記部分映像を復号する映像復
号部と、前記映像復号部が復号した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、前記各
映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮影部が撮
影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分映像の大
きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする。
【００１６】
　また、上記課題を解決するため、本発明に係る映像配信システムは、映像取得装置と、
配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、前記映像取得装置は
、複数の映像撮影部と、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像を符号化する映像符
号化部とを備え、前記配信サーバは、前記映像符号化部が符号化した複数の映像を受信す
る映像入力部と、前記映像入力部が受信した映像を復号し、復号した最新の映像を蓄積す
る復号映像蓄積部と、視聴者が視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部
と、前記映像範囲の情報に基づいて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像
選択指示部と、前記映像選択指示部の指示に基づいて、基準フレーム画像が届くまでの間
は、前記復号映像蓄積部の映像から、基準フレーム画像が届いてからは、前記映像入力部
の映像から映像を選択する映像選択部と、前記映像選択部が選択した前記映像を前記映像
提示装置に配信する映像配信部とを備え、前記映像提示装置は、視聴者から、視聴を要望
する前記映像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、視聴者が視聴を要望する前記映像範囲
の情報を前記配信サーバに送信する表示指示送信部と、前記配信サーバが配信する前記映
像選択部によって選択された前記映像を受信する映像受信部と、前記映像受信部が受信し
た前記映像を復号する映像復号部と、前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映
像から切り出す部分映像を指示する映像切出し指示部と、前記映像切出し指示部の指示に
基づいて、前記映像復号部が復号した前記映像から、前記部分映像を切り出す映像切出し
部と、前記映像切出し部が切り出した前記部分映像を表示する映像表示部とを備え、前記
各映像撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮影部が
撮影する映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分映像の
大きさよりも大きくなるように配置されていることを特徴とする。
【００１７】
　また、上記課題を解決するため、本発明に係る映像配信システムは、映像取得装置と、
配信サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムであって、前記映像取得装置は
、複数の映像撮影部と、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像と関連付けられた音
声を取得する音声取得部と、前記複数の映像撮影部が撮影した複数の映像、及び、前記音
声取得部が取得した音声を符号化する第１映像符号化部とを備え、前記配信サーバは、前
記第１映像符号化部が符号化した複数の映像及び音声を受信する映像入力部と、視聴者が
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視聴を要望する映像範囲の情報を受信する表示指示受信部と、前記映像範囲の情報に基づ
いて、前記複数の映像から選択すべき映像を指示する映像選択指示部と、前記映像選択指
示部の指示に基づいて、前記複数の映像から映像及び当該映像に関連付けられた音声を選
択する映像選択部と、前記映像選択部が選択した映像及び音声を復号する第１映像復号部
と、前記映像範囲の情報に基づいて、選択された前記映像から切り出す部分映像を指示す
る映像切出し指示部と、前記映像切出し指示部の指示に基づいて、前記第１映像復号部が
復号した前記映像から、前記部分映像を切り出す映像切出し部と、前記映像切出し部が切
り出した前記部分映像及び前記映像選択部が選択した音声を符号化する第２映像符号化部
と、前記第２映像符号化部が符号化した前記部分映像及び前記音声を前記映像提示装置に
配信する映像配信部とを備え、前記映像提示装置は、視聴者から、視聴を要望する前記映
像範囲を受け付ける表示範囲指定部と、視聴者が視聴を要望する前記映像範囲の情報を前
記配信サーバに送信する表示指示送信部と、前記配信サーバが配信する前記部分映像及び
前記音声を受信する映像受信部と、前記映像受信部が受信した前記部分映像及び前記音声
を復号する第２映像復号部と、前記第２映像復号部が復号した前記部分映像を表示すると
ともに、当該部分映像に関連付けられた音声を再生する映像表示部とを備え、前記各映像
撮影部は、当該各映像撮影部が撮影する映像と、隣接して配置された映像撮影部が撮影す
る映像とが重なり合う重複領域を有し、前記重複領域の大きさが、前記部分映像の大きさ
よりも大きくなるように配置されていることを特徴とする。
【００１８】
　また、上記課題を解決するため、本発明に係る映像配信方法は、映像取得装置と、配信
サーバと、映像提示装置とを備える映像配信システムにおける映像配信方法であって、前
記映像取得装置は、複数の映像撮影部を備え、前記各映像撮影部を、当該各映像撮影部が
撮影する映像と、隣接して配置された映像撮影部が撮影する映像とが重なり合う重複領域
を有し、前記重複領域の大きさが、前記映像提示装置が表示する部分映像の大きさよりも
大きくなるように配置するステップと、前記複数の映像撮影部によって、複数の映像を撮
影し、前記配信サーバに送信するステップと、前記映像提示装置によって、視聴者から、
視聴を要望する映像範囲を受け付けるステップと、視聴者が視聴を要望する前記映像範囲
の情報を前記配信サーバに送信するステップと、前記配信サーバによって、視聴者が視聴
を要望する映像範囲の情報を受信するステップと、前記映像範囲の情報に基づいて、前記
複数の映像から映像を選択するステップと、前記映像範囲の情報に基づいて、選択された
前記映像から部分映像を切り出すステップと、切り出した前記部分映像を前記映像提示装
置に配信するステップと、前記映像提示装置によって、前記配信サーバが切り出した前記
部分映像を受信して表示するステップとを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、複数の視聴者が同時に異なる方向のライブ映像を視聴することと、ラ
イブ映像の配信遅延を小さくすることを両立させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る映像配信システムの動作を示すシーケンス図である
。
【図３】２つの映像撮影部で撮影した映像を重ねる例を示す図である。
【図４】複数の映像撮影部の配置及び各映像撮影部の撮影範囲の一例を示す図である。
【図５】映像の選択及び切出しに関する流れを示す図である。
【図６】本発明の第２実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。
【図７】本発明の第３実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。
【図８】本発明の第４実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。
【図９】本発明の第５実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。
【図１０】本発明の第６実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。



(12) JP 2014-155006 A 2014.8.25

10

20

30

40

50

【図１１】本発明の第７実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明に係る実施形態について、図面を参照して説明する。
【００２２】
（第１実施形態）
　図１は、本発明の第１実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。本発明の
第１実施形態に係る映像配信システムは、映像取得装置１１０、配信サーバ１２０及び映
像提示装置１３０を備える。なお、図１においては、映像提示装置を１つ備える構成を示
しているが、これは一例であり、映像提示装置は２つ以上であってもよい。
【００２３】
　映像取得装置１１０は、映像撮影部１１１（１１１ａ、１１１ｂ）を備える。
【００２４】
　映像撮影部１１１は、映像を撮影し、撮影した映像を配信サーバ１２０に送信する。映
像撮影部１１１は、映像撮影部１１１ａで撮影した映像と映像撮影部１１１ａに隣接して
配置された映像撮影部１１１ｂで撮影した映像とが重なり合う重複領域を有し、当該重複
領域の大きさが映像提示装置１３０で表示する部分映像の大きさよりも大きくなるように
配置される。なお、図１においては、映像撮影部１１１が映像撮影部１１１ａ及び１１１
ｂの２つから構成される場合を示しているが、これは一例であり、映像撮影部１１１は３
つ以上で構成されてもよい。映像撮影部１１１は、例えばカメラなどである。
【００２５】
　配信サーバ１２０は、表示指示受信部１２１、映像選択指示部１２２、映像切出し指示
部１２３、映像入力部１２４（１２４ａ、１２４ｂ）、映像選択部１２５、映像切出し部
１２６及び映像配信部１２７を備える。
【００２６】
　表示指示受信部１２１は、映像提示装置１３０から、視聴者が視聴を要望する映像範囲
の情報を受信する。
【００２７】
　映像選択指示部１２２は、表示指示受信部１２１が映像提示装置１３０から受信した情
報に基づいて、映像選択部１２５に、映像入力部１２４が受信した映像から選択すべき映
像を指示する。
【００２８】
　映像切出し指示部１２３は、表示指示受信部１２１が映像提示装置１３０から受信した
情報に基づいて、映像切出し部１２６に、映像選択部１２５によって選択された映像から
切り出す部分映像を指示する。
【００２９】
　映像入力部１２４は、映像撮影部１１１が撮影した映像を受信する。図１は、映像入力
部１２４が２つの映像入力部１２４ａ及び１２４ｂから構成され、映像撮影部１１１が２
つの映像撮影部１１１ａ及び１１１ｂから構成される場合の例を示す。映像入力部１２４
ａ及び１２４ｂは、それぞれ、映像撮影部１１１ａ及び１１１ｂが撮影した映像を受信す
る。なお、図１においては、映像入力部１２４が映像入力部１２４ａ及び１２４ｂの２つ
から構成される場合を示しているが、これは一例であり、映像入力部１２４は３つ以上で
構成されてもよい。
【００３０】
　映像選択部１２５は、映像選択指示部１２２からの指示に基づいて、映像入力部１２４
が受信した映像のうちから必要な映像を選択する。
【００３１】
　映像切出し部１２６は、映像切出し指示部１２３からの指示に基づいて、映像選択部１
２５によって選択された映像から、視聴者の要求に応じた映像を表示するために必要な部
分を切り出した部分映像を作成する。
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【００３２】
　映像配信部１２７は、映像切出し部１２６により作成された部分映像を映像提示装置１
３０に配信する。
【００３３】
　映像提示装置１３０は、表示範囲指定部１３１、表示指示送信部１３２、映像受信部１
３３及び映像表示部１３４を備える。
【００３４】
　表示範囲指定部１３１は、視聴者から、どの映像範囲の視聴を要望するかの要求を受け
付ける。表示範囲指定部１３１は、例えば、キーボードやリモコン又はタッチパネルなど
を介した入力などによって、視聴者の要望する表示範囲を受け付けることができる。また
、例えば、表示範囲指定部１３１は、加速度センサや方位センサなどを備え、映像提示装
置１３０を向けている方角に応じてこれらのセンサが随時取得するセンサ値によって、視
聴者の要望する表示範囲を受け付けることができる。
【００３５】
　表示指示送信部１３２は、配信サーバ１２０に、表示範囲指定部１３１が視聴者から受
け付けたどの部分の映像を要望するかの要求の情報を送信する。
【００３６】
　映像受信部１３３は、配信サーバ１２０から配信された部分映像を受信する。
【００３７】
　映像表示部１３４は、映像受信部１３３が受信した部分映像を表示する。
【００３８】
　次に、本発明の第１実施形態に係る映像配信システムの動作について、図２に示すシー
ケンス図を参照しながら説明する。
【００３９】
　映像取得装置１１０の映像撮影部１１１は、常時映像を撮影している（Ｓ１０１）。映
像撮影部１１１は、撮影した映像を配信サーバ１２０に常時送信している（Ｓ１０２）。
【００４０】
　一方、映像提示装置１３０の表示範囲指定部１３１は、視聴者から、どの映像範囲の視
聴を要望するかの要求を受け付ける（Ｓ１０３）。表示指示送信部１３２は、表示範囲指
定部１３１から、表示範囲指定部１３１が視聴者から受け付けた情報を受け取り、当該情
報を配信サーバ１２０に送信する（Ｓ１０４）。
【００４１】
　配信サーバ１２０の映像選択指示部１２２は、表示指示受信部１２１が映像提示装置１
３０から受信した情報に基づいて、映像選択部１２５に、映像入力部１２４が受信した映
像から選択すべき映像を指示する。映像選択部１２５は、映像選択指示部１２２からの指
示に基づいて、映像入力部１２４が受信した映像のうちから必要な映像を選択する（Ｓ１
０５）。
【００４２】
　配信サーバ１２０の映像切出し指示部１２３は、表示指示受信部１２１が映像提示装置
１３０から受信した情報に基づいて、映像切出し部１２６に、映像選択部１２５によって
選択された映像から切り出す部分映像を指示する。映像切出し部１２６は、映像切出し指
示部１２３からの指示に基づいて、映像選択部１２５によって選択された映像から、視聴
者の要求に応じた映像を表示するために必要な映像を切り出した部分映像を作成する（Ｓ
１０６）。
【００４３】
　映像配信部１２７は、映像切出し部１２６により作成された部分映像を映像提示装置１
３０に配信する（Ｓ１０７）。
【００４４】
　映像提示装置１３０の映像受信部１３３は、配信サーバ１２０から配信された部分映像
を受信する。映像表示部１３４は、映像受信部１３３が受信した部分映像を表示する（Ｓ
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１０８）。
【００４５】
　図３に、２つの映像撮影部を用いて撮影した映像を重ねる具体的な例を示す。なお、図
３に示す映像撮影部１１１ａ及び１１１ｂは、歪のない理想的な光学系を持つものとする
。
【００４６】
　映像撮影部１１１ａ及び１１１ｂは、それぞれ、横幅が８００画素（pixel）の映像１
及び映像２を撮影し、映像表示部１３４は、横幅が３００画素の映像を表示するものとす
る。この場合、映像撮影部１１１ａで撮影する映像１と、映像撮影部１１１ｂで撮影する
映像２とが重なり合う重複領域の大きさが、映像表示部１３４が表示する映像の大きさよ
りも広くなるように、映像撮影部１１１ａ及び１１１ｂは配置される。すなわち、映像撮
影部１１１ａ及び１１１ｂは、重複領域の横方向の大きさが３００画素以上になるように
配置される。図３に示す例は、重複領域の横方向の大きさが３００画素になる場合である
。
【００４７】
　この場合、映像撮影部１１１ａ及び１１１ｂによって撮影される全体の撮影対象範囲は
、横幅が１３００画素になる。
【００４８】
　例えば、表示範囲指定部１３１が、視聴者から、全体の左端の３００画素分の範囲（要
望範囲１）を視聴したいとの要求を受け付けると、表示指示送信部１３２は、表示指示受
信部１２１に切り出すべき要望範囲１の情報を送信する。
【００４９】
　要望範囲１の情報は、例えば、映像対象範囲全体の左端の画素番号で表すことができる
。要望範囲１の場合、表示指示送信部１３２は、画素番号として０という位置情報を送信
し、表示指示受信部１２１は、当該情報を受信する。
【００５０】
　画素番号０～３００までの範囲は映像撮影部１１１ａが撮影している映像１に含まれる
ため、映像選択指示部１２２は、映像１を選択するように映像選択部１２５に指示する。
また、映像切出し指示部１２３は、映像１から、画素番号０～３００までの範囲を切り出
すように、映像切出し部１２６に指示する。映像配信部１２７は、映像切出し部１２６が
切り出した部分映像（切出し映像１）を映像提示装置１３０に配信し、映像表示部１３４
は、受け取った部分映像を表示する。
【００５１】
　視聴者が映像表示部１３４の表示する映像を見て、例えば、もっと右の方を見たいとい
う指示を表示範囲指定部１３１にすると、同様の処理が行われて映像が更新される。
【００５２】
　この際、視聴者が表示を要望する範囲が要望範囲２、すなわち画素番号５００～８００
である場合は、この範囲は、映像撮影部１１１ａが撮影する映像１に含まれるため、映像
選択指示部１２２は、映像選択部１２５に、映像１を選択するように指示することができ
る。また、この範囲は、映像撮影部１１１ｂが撮影する映像２にも含まれるため、映像選
択指示部１２２は、映像選択部１２５に、映像２を選択するように指示することもできる
。
【００５３】
　映像選択部１２５が映像１を選択した場合、映像切出し部１２６は、映像１の右端側を
切り出す（切出し映像２）。また、映像選択部１２５が映像２を選択した場合、映像切出
し部１２６は、映像２の左端側を切り出す（切出し映像３）。映像撮影部１１１ａ及び１
１１ｂが歪のない理想的な光学系を持つとした場合、切出し映像２と切出し映像３とは同
じ映像である。
【００５４】
　また、視聴者が、要望範囲２のさらに右の方を見たいという指示を表示範囲指定部１３
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１にすると、その範囲は映像１の中には含まれず、映像２の中に含まれている。したがっ
て、映像選択指示部１２２は、映像選択部１２５に映像２を選択させる。その後、映像切
出し部１２６は、映像２の左端からの位置で切り出し位置の指示を行う。
【００５５】
　例えば、視聴者が撮影対象範囲の画素番号１０００～１３００の範囲（要望範囲３）を
要望した場合、表示指示送信部１３２は、画素番号１０００という位置情報を表示指示受
信部１２１に送信する。映像切出し部１２６は、映像２の画素番号５００～８００の範囲
の映像（切り出し映像４）を切り出す。
【００５６】
　以上のように、撮影対象範囲内のいずれの位置の映像を見る場合にも、映像の空間的な
合成を行わず、どれか一つの映像から部分映像を切り出すだけで見たい映像を作成するこ
とができる。また、各映像撮影部１１１は常に映像を撮影しており、映像切出し部１２６
において、入力されている映像から必要な映像を切り出して部分映像を作成しているため
、配信サーバ１２０の映像入力部１２４以外と、映像提示装置１３０を視聴者の数だけ用
意すれば、他の視聴者がどこの部分映像を見ているかによらず、それぞれの視聴者が要望
した映像を見ることができる。
【００５７】
　図４に、複数の映像撮影部を放射状に設置し、角度（例えば基準位置からの角度や方位
角）で表示範囲を指示する場合の例を示す。
【００５８】
　図４に示す例においては、１２個の映像撮影部１１１が３０度ずつずらして配置されて
いる。映像撮影部１１１ａは北の方角（方位角０度）を向いており、映像撮影部１１１ｂ
～１１１ｍは、時計回りに３０度ずつずらして配置されている。映像撮影部１１１は、水
平画角８０度の800x600画素を撮影できるカメラであるものとする。
【００５９】
　この際、映像表示部１３４が300x200画素を表示するものとすると、隣り合う映像撮影
部１１１同士は、横方向に３００画素以上重なっている必要があるが、図４に示す例では
、隣り合う映像撮影部１１１同士で、５００画素重なっている。
【００６０】
　視聴者は、要望する視聴範囲の横方向を方位角で指定することができる。ここで方位角
とは、北方向を０度とし時計回りに増加する角度を表すものとする。すなわち、東方向が
９０度、南方向が１８０度、西方向が２７０度である。
【００６１】
　また、視聴者は、要望する視聴範囲の縦方向を仰角で指定することができる。ここで、
仰角とは、水平方向を０度とし上方に増加する角度を表すものとする。
【００６２】
　例えば、映像撮影部１１１ａは、方位角０度を向いていて画角が８０度なので、方位角
３２０～３６０度及び０～４０度の範囲を撮影している。また、映像撮影部１１１ｂは、
方位角３５０～３６０度及び０～７０度を撮影している。
【００６３】
　図５に、映像の選択及び切出しに関する流れを示す。
【００６４】
　視聴者が、表示範囲指定部１３１に、方位角０度、仰角０度の映像を表示させることを
要望した場合、表示指示送信部１３２は、表示指示受信部１２１にその情報を送信する。
【００６５】
　映像選択指示部１２２は、方位角０度が指定されたので、方位角０度を中心にした３０
度の範囲（表示する映像の横方向の大きさが３／８であるので、表示される横方向の角度
は映像撮影部１１１の水平画角８０度の３／８の３０度）を撮影している映像撮影部１１
１を計算により、あるいは、あらかじめ蓄積されている値から特定する。この場合、映像
選択指示部１２２は、映像撮影部１１１ａが撮影している映像を選択することを映像選択
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部１２５に指示する。
【００６６】
　また、映像切出し指示部１２３は、選択された映像撮影部１１１ａの映像の水平方向の
撮影範囲が方位角－４０度～４０度であるので、方位角－１５度～１５度の範囲である２
５０～５５０画素の部分を、垂直方向は２００～４００画素の部分を切り出すことを映像
切出し部１２６に指示する。
【００６７】
　視聴者が、表示範囲指定部１３１に、方位角６０度、仰角０度の映像を表示させること
を要望した場合、映像選択指示部１２２は、方位角６０度を中心にした３０度の範囲、す
なわち、方位角４５度～７５度の範囲を撮影している映像撮影部１１１である映像撮影部
１１１ｃを選択するように映像選択部１２５に指示する。また、映像切出し指示部１２３
は、選択された映像撮影部１１１ｃの映像の水平方向の撮影範囲が方位角２０度～１００
度であるので、横幅の（４５－２０）／８０～（７５－２０）／８０の範囲、すなわち、
２５０～５５０画素の部分を切り出すことを映像切出し部１２６に指示する。
【００６８】
　図４及び５においては、映像撮影部１１１の画角を８０度とし、各映像撮影部１１１が
３０度ずつずらして配置される場合を例に挙げて説明したが、これは一例であり、画角は
８０度以外の値でもよいし、各映像撮影部１１１は３０度以外の角度でずらして配置して
もよい。また、映像撮影部１１１が800x600画素の範囲を撮影し、映像表示部１３４が300
x200画素の範囲を表示する場合を例に挙げて説明したが、これは一例であり、映像撮影部
１１１の撮影範囲及び映像表示部１３４の表示範囲は、異なる範囲であってもよい。
【００６９】
　なお、本実施形態においては、配信サーバ１２０において、視聴者の要望範囲がどの映
像のどの部分であるかの判断を行う例で示したが、表示範囲指定部１３１でどの映像のど
の部分であるかの判断を行って、その情報を送信する構成としてもよい。また、本実施形
態においては、横方向に重複させる場合のみを説明したが、縦方向に重複させてもよい。
【００７０】
（第２実施形態）
　図６は、本発明の第２実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。本発明の
第２実施形態に係る映像配信システムは、映像取得装置２１０、配信サーバ２２０及び映
像提示装置２３０を備える。第２実施形態に係る映像配信システムにおいては、配信サー
バ２２０では映像の切出しを行わず、映像提示装置２３０にて映像の切出しを行う。以下
、第１実施形態との相違点を中心に説明し、共通の内容については適宜説明を省略する。
【００７１】
　映像取得装置２１０は、映像撮影部２１１（２１１ａ、２１１ｂ）を備える。
【００７２】
　配信サーバ２２０は、表示指示受信部２２１、映像選択指示部２２２、映像入力部２２
３（２２３ａ、２２３ｂ）、映像選択部２２４及び映像配信部２２５を備える。
【００７３】
　表示指示受信部２２１は、映像提示装置２３０から、視聴者が視聴を要望する映像範囲
の情報を受信する。
【００７４】
　映像選択指示部２２２は、表示指示受信部２２１が映像提示装置２３０から受信した情
報に基づいて、映像選択部２２４に、映像入力部２２３が受信した映像から選択すべき映
像を指示する。
【００７５】
　映像入力部２２３は、映像撮影部２１１が撮影した映像を受信する。
【００７６】
　映像選択部２２４は、映像選択指示部２２２からの指示に基づいて、映像入力部２２３
が受信した映像のうちから必要な映像を選択する。
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【００７７】
　映像配信部２２５は、映像選択部２２４により選択された映像を映像提示装置２３０に
配信する。
【００７８】
　映像提示装置２３０は、表示範囲指定部２３１、表示指示送信部２３２、映像切出し指
示部２３３、映像受信部２３４、映像切出し部２３５及び映像表示部２３６を備える。
【００７９】
　表示範囲指定部２３１は、視聴者から、どの映像範囲の視聴を要望するかの要求を受け
付ける。
【００８０】
　表示指示送信部２３２は、配信サーバ２２０に、表示範囲指定部２３１が視聴者から受
け付けたどの部分の映像を要望するかの要求の情報を送信する。
【００８１】
　映像切出し指示部２３３は、表示範囲指定部２３１が視聴者から受け付けた情報に基づ
いて、映像切出し部２３５に、映像選択部２２４によって選択された映像から切り出す部
分映像を指示する。
【００８２】
　映像受信部２３４は、配信サーバ２２０から配信された映像を受信する。
【００８３】
　映像切出し部２３５は、映像切出し指示部２３３からの指示に基づいて、映像選択部２
２４によって選択された映像から、視聴者の要求に応じた映像を表示するために必要な部
分を切り出した部分映像を作成する。
【００８４】
　映像表示部２３６は、映像切出し部２３５が作成した部分映像を表示する。
【００８５】
（第３実施形態）
　図７は、本発明の第３実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。本発明の
第３実施形態に係る映像配信システムは、映像取得装置３１０、配信サーバ３２０及び映
像提示装置３３０を備える。第３実施形態に係る映像配信システムにおいては、映像の符
号化及び復号を行う。以下、第１実施形態との相違点を中心に説明し、共通の内容につい
ては適宜説明を省略する。
【００８６】
　映像取得装置３１０は、映像撮影部３１１（３１１ａ、３１１ｂ）及び映像符号化部３
１２（３１２ａ、３１２ｂ）を備える。
【００８７】
　映像符号化部（第１映像符号化部）３１２は、映像撮影部３１１が撮影した映像を符号
化し、符号化した映像を配信サーバ３２０に送信する。
【００８８】
　配信サーバ３２０は、表示指示受信部３２１、映像選択指示部３２２、映像切出し指示
部３２３、映像入力部３２４（３２４ａ、３２４ｂ）、映像選択部３２５、映像復号部３
２６、映像切出し部３２７、映像符号化部３２８及び映像配信部３２９を備える。
【００８９】
　表示指示受信部３２１は、映像提示装置３３０から、視聴者が視聴を要望する映像範囲
の情報を受信する。
【００９０】
　映像選択指示部３２２は、表示指示受信部３２１が映像提示装置３３０から受信した情
報に基づいて、映像選択部３２５に、映像入力部３２４が受信した映像から選択すべき映
像を指示する。
【００９１】
　映像切出し指示部３２３は、表示指示受信部３２１が映像提示装置３３０から受信した
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情報に基づいて、映像切出し部３２７に、映像選択部３２５によって選択された映像から
切り出す部分映像を指示する。
【００９２】
　映像入力部３２４は、映像符号化部３１２が符号化した映像を受信する。
【００９３】
　映像選択部３２５は、映像選択指示部３２２からの指示に基づいて、映像入力部３２４
が受信した符号化された映像のうちから必要な映像を選択する。
【００９４】
　映像復号部（第１映像復号部）３２６は、映像選択部３２５が選択した符号化された映
像を復号する。
【００９５】
　映像切出し部３２７は、映像切出し指示部３２３からの指示に基づいて、映像選択部３
２５によって選択された映像から、視聴者の要求に応じた映像を表示するために必要な部
分を切り出した部分映像を作成する。
【００９６】
　映像符号化部（第２映像符号化部）３２８は、映像切出し部３２７が作成した部分映像
を符号化する。
【００９７】
　映像配信部３２９は、映像符号化部３２８が符号化した映像切出し部３２７により作成
された部分映像を映像提示装置３３０に配信する。
【００９８】
　映像提示装置３３０は、表示範囲指定部３３１、表示指示送信部３３２、映像受信部３
３３、映像復号部３３４及び映像表示部３３５を備える。
【００９９】
　表示範囲指定部３３１は、視聴者から、どの映像範囲の視聴を要望するかの要求を受け
付ける。
【０１００】
　表示指示送信部３３２は、配信サーバ３２０に、表示範囲指定部３３１が視聴者から受
け付けたどの部分の映像を要望するかの要求の情報を送信する。
【０１０１】
　映像受信部３３３は、配信サーバ３２０から配信された部分映像を受信する。
【０１０２】
　映像復号部（第２映像復号部）３３４は、配信サーバ３２０から配信された符号化され
た部分映像を復号する。
【０１０３】
　映像表示部３３５は、映像復号部３３４が復号した部分映像を表示する。
【０１０４】
　なお、本実施形態において、配信サーバ３２０から映像提示装置３３０へ映像を配信す
る際に符号化を用いない場合は、映像符号化部３２８及び映像復号部３３４を省略するこ
とができる。
【０１０５】
（第４実施形態）
　図８は、本発明の第４実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。本発明の
第４実施形態に係る映像配信システムは、映像取得装置４１０、配信サーバ４２０及び映
像提示装置４３０を備える。第４実施形態に係る映像配信システムにおいては、配信サー
バ４２０では映像の切出しを行わず、映像提示装置４３０にて映像の切出しを行う。また
、映像の符号化及び復号を行う。以下、第１実施形態との相違点を中心に説明し、共通の
内容については適宜説明を省略する。
【０１０６】
　映像取得装置４１０は、映像撮影部４１１（４１１ａ、４１１ｂ）及び映像符号化部４
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１２（４１２ａ、４１２ｂ）を備える。
【０１０７】
　映像符号化部４１２は、映像撮影部４１１が撮影した映像を符号化し、符号化した映像
を配信サーバ４２０に送信する。
【０１０８】
　配信サーバ４２０は、表示指示受信部４２１、映像選択指示部４２２、映像入力部４２
３（４２３ａ、４２３ｂ）、映像選択部４２４及び映像配信部４２５を備える。
【０１０９】
　表示指示受信部４２１は、映像提示装置４３０から、視聴者が視聴を要望する映像範囲
の情報を受信する。
【０１１０】
　映像選択指示部４２２は、表示指示受信部４２１が映像提示装置４３０から受信した情
報に基づいて、映像選択部４２４に、映像入力部４２３が受信した映像から選択すべき映
像を指示する。
【０１１１】
　映像入力部４２３は、映像符号化部４１２が符号化した映像を受信する。
【０１１２】
　映像選択部４２４は、映像選択指示部４２２からの指示に基づいて、映像入力部４２３
が受信した映像のうちから必要な映像を選択する。
【０１１３】
　映像配信部４２５は、映像選択部４２４により選択された映像を映像提示装置４３０に
配信する。
【０１１４】
　映像提示装置４３０は、表示範囲指定部４３１、表示指示送信部４３２、映像切出し指
示部４３３、映像受信部４３４、映像復号部４３５、映像切出し部４３６及び映像表示部
４３７を備える。
【０１１５】
　表示範囲指定部４３１は、視聴者から、どの映像範囲の視聴を要望するかの要求を受け
付ける。
【０１１６】
　表示指示送信部４３２は、配信サーバ４２０に、表示範囲指定部４３１が視聴者から受
け付けたどの部分の映像を要望するかの要求の情報を送信する。
【０１１７】
　映像切出し指示部４３３は、表示範囲指定部４３１が視聴者から受け付けた情報に基づ
いて、映像切出し部４３６に、映像選択部４２４によって選択された映像から切り出す部
分映像を指示する。
【０１１８】
　映像受信部４３４は、配信サーバ４２０から配信された映像を受信する。
【０１１９】
　映像復号部４３５は、配信サーバ４２０から配信された符号化された映像を復号する。
【０１２０】
　映像切出し部４３６は、映像切出し指示部４３３からの指示に基づいて、映像選択部４
２４によって選択された映像から、視聴者の要求に応じた映像を表示するために必要な部
分を切り出した部分映像を作成する。
【０１２１】
　映像表示部４３７は、映像切出し部４３６が作成した部分映像を表示する。
【０１２２】
（第５実施形態）
　図９は、本発明の第５実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。本発明の
第５実施形態に係る映像配信システムは、映像取得装置５１０、配信サーバ５２０及び映



(20) JP 2014-155006 A 2014.8.25

10

20

30

40

50

像提示装置５３０を備える。第５実施形態に係る映像配信システムにおいては、映像取得
装置５１０でフレーム間符号化を用いて映像を符号化する。以下、第１実施形態との相違
点を中心に説明し、共通の内容については適宜説明を省略する。
【０１２３】
　映像取得装置５１０は、映像撮影部５１１（５１１ａ、５１１ｂ）及び映像符号化部５
１２（５１２ａ、５１２ｂ）を備える。
【０１２４】
　映像符号化部（第１映像符号化部）５１２は、映像撮影部５１１が撮影した映像をフレ
ーム間符号化によって符号化し、符号化した映像を配信サーバ５２０に送信する。
【０１２５】
　配信サーバ５２０は、表示指示受信部５２１、映像選択指示部５２２、映像切出し指示
部５２３、映像入力部５２４（５２４ａ、５２４ｂ）、復号映像蓄積部５２５（５２５ａ
、５２５ｂ）、映像選択部５２６、映像切出し部５２７、映像符号化部５２８及び映像配
信部５２９を備える。
【０１２６】
　表示指示受信部５２１は、映像提示装置５３０から、視聴者が視聴を要望する映像範囲
の情報を受信する。
【０１２７】
　映像選択指示部５２２は、表示指示受信部５２１が映像提示装置５３０から受信した情
報に基づいて、映像選択部５２６に、映像入力部５２４が受信した映像から選択すべき映
像を指示する。
【０１２８】
　映像切出し指示部５２３は、表示指示受信部５２１が映像提示装置５３０から受信した
情報に基づいて、映像切出し部５２７に、映像選択部５２６によって選択された映像から
切り出す部分映像を指示する。
【０１２９】
　映像入力部５２４は、映像符号化部５１２がフレーム間符号化によって符号化した映像
を受信する。
【０１３０】
　復号映像蓄積部５２５は、映像入力部５２４が受信した各映像を復号し、復号した最新
の映像を蓄積する。フレーム間符号化を用いた場合、符号化された映像のまま選択する映
像を切り替えようとしても、すぐに基準フレームがくるとは限らないため、復号映像蓄積
部５２５は、復号した映像を蓄積して保持する。
【０１３１】
　映像選択部５２６は、映像選択指示部５２２からの指示に基づいて、復号映像蓄積部５
２５が蓄積している映像のうちから必要な映像を選択する。
【０１３２】
　映像切出し部５２７は、映像切出し指示部５２３からの指示に基づいて、映像選択部５
２６によって選択された映像から、視聴者の要求に応じた映像を表示するために必要な部
分を切り出した部分映像を作成する。
【０１３３】
　映像符号化部（第２映像符号化部）５２８は、映像切出し部５２７が作成した部分映像
を符号化する。
【０１３４】
　映像配信部５２９は、映像符号化部５２８が符号化した映像切出し部５２７により作成
された部分映像を映像提示装置５３０に配信する。
【０１３５】
　映像提示装置５３０は、表示範囲指定部５３１、表示指示送信部５３２、映像受信部５
３３、映像復号部５３４及び映像表示部５３５を備える。
【０１３６】
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　表示範囲指定部５３１は、視聴者から、どの映像範囲の視聴を要望するかの要求を受け
付ける。
【０１３７】
　表示指示送信部５３２は、配信サーバ５２０に、表示範囲指定部５３１が視聴者から受
け付けたどの部分の映像を要望するかの要求の情報を送信する。
【０１３８】
　映像受信部５３３は、配信サーバ５２０から配信された部分映像を受信する。
【０１３９】
　映像復号部５３４は、配信サーバ５２０から配信された符号化された映像を復号する。
【０１４０】
　映像表示部５３５は、映像復号部５３４が復号した部分映像を表示する。
【０１４１】
（第６実施形態）
　図１０は、本発明の第６実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。本発明
の第６実施形態に係る映像配信システムは、映像取得装置６１０、配信サーバ６２０及び
映像提示装置６３０を備える。第６実施形態に係る映像配信システムにおいては、配信サ
ーバ６２０では映像の切出しを行わず、映像提示装置６３０にて映像の切出しを行う。ま
た、映像取得装置６１０でフレーム間符号化を用いて映像を符号化する。以下、第１実施
形態との相違点を中心に説明し、共通の内容については適宜説明を省略する。
【０１４２】
　映像取得装置６１０は、映像撮影部６１１（６１１ａ、６１１ｂ）及び映像符号化部６
１２（６１２ａ、６１２ｂ）を備える。
【０１４３】
　映像符号化部６１２は、映像撮影部６１１が撮影した映像をフレーム間符号化によって
符号化し、符号化した映像を配信サーバ６２０に送信する。
【０１４４】
　配信サーバ６２０は、表示指示受信部６２１、映像選択指示部６２２、映像入力部６２
３（６２３ａ、６２３ｂ）、復号映像蓄積部６２４（６２４ａ、６２４ｂ）、映像選択部
６２５及び映像配信部６２６を備える。
【０１４５】
　表示指示受信部６２１は、映像提示装置６３０から、視聴者が視聴を要望する映像範囲
の情報を受信する。
【０１４６】
　映像選択指示部６２２は、表示指示受信部６２１が映像提示装置６３０から受信した情
報に基づいて、映像選択部６２５に、映像入力部４２３が受信した映像から選択すべき映
像を指示する。
【０１４７】
　映像入力部６２３は、映像符号化部６１２が符号化した映像を受信する。
【０１４８】
　復号映像蓄積部６２４は、映像入力部６２３が受信した各映像を復号し、復号した最新
の映像を蓄積する。
【０１４９】
　映像選択部６２５は、映像選択指示部６２２からの指示に基づいて、選択された映像が
変更されてから基準フレーム画像が届くまでの間は、復号映像蓄積部６２４の映像から、
基準フレーム画像が届いてからは、映像入力部６２３の映像から映像を選択する。
【０１５０】
　映像配信部６２６は、映像選択部６２５により選択された映像を映像提示装置６３０に
配信する。
【０１５１】
　映像提示装置６３０は、表示範囲指定部６３１、表示指示送信部６３２、映像切出し指
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示部６３３、映像受信部６３４、映像復号部６３５、映像切出し部６３６及び映像表示部
６３７を備える。
【０１５２】
　表示範囲指定部６３１は、視聴者から、どの映像範囲の視聴を要望するかの要求を受け
付ける。
【０１５３】
　表示指示送信部６３２は、配信サーバ６２０に、表示範囲指定部６３１が視聴者から受
け付けたどの部分の映像を要望するかの要求の情報を送信する。
【０１５４】
　映像切出し指示部６３３は、表示範囲指定部６３１が視聴者から受け付けた情報に基づ
いて、映像切出し部６３６に、映像選択部６２５によって選択された映像から切り出す部
分映像を指示する。
【０１５５】
　映像受信部６３４は、配信サーバ６２０から配信された映像を受信する。
【０１５６】
　映像復号部６３５は、配信サーバ６２０から配信された符号化された映像を復号する。
【０１５７】
　映像切出し部６３６は、映像切出し指示部６３３からの指示に基づいて、映像選択部６
２５によって選択された映像から、視聴者の要求に応じた映像を表示するために必要な部
分を切り出した部分映像を作成する。
【０１５８】
　映像表示部６３７は、映像切出し部６３６が作成した部分映像を表示する。
【０１５９】
（第７実施形態）
　図１１は、本発明の第７実施形態に係る映像配信システムのブロック図である。本発明
の第７実施形態に係る映像配信システムは、映像取得装置７１０、配信サーバ７２０及び
映像提示装置７３０を備える。第７実施形態に係る映像配信システムにおいては、映像取
得装置７１０が、映像を撮影するとともに音声も取得する。以下、第１実施形態との相違
点を中心に説明し、共通の内容については適宜説明を省略する。
【０１６０】
　映像取得装置７１０は、映像撮影部７１１（７１１ａ、７１１ｂ）、音声取得部７１２
（７１２ａ、７１２ｂ）及び映像符号化部７１３（７１３ａ、７１３ｂ）を備える。
【０１６１】
　音声取得部７１２（７１２ａ、７１２ｂ）は、映像撮影部７１１（７１１ａ、７１１ｂ
）が撮影する映像と関連付けられた音声を取得する。
【０１６２】
　映像符号化部（第１映像符号化部）７１３は、映像撮影部７１１が撮影した映像及び音
声取得部７１２が取得した音声を符号化し、符号化した映像及び音声を配信サーバ７２０
に送信する。
【０１６３】
　配信サーバ７２０は、表示指示受信部７２１、映像選択指示部７２２、映像切出し指示
部７２３、映像入力部７２４（７２４ａ、７２４ｂ）、映像選択部７２５、映像復号部７
２６、映像切出し部７２７、映像符号化部７２８及び映像配信部７２９を備える。
【０１６４】
　表示指示受信部７２１は、映像提示装置７３０から、視聴者が視聴を要望する映像範囲
の情報を受信する。
【０１６５】
　映像選択指示部７２２は、表示指示受信部７２１が映像提示装置７３０から受信した情
報に基づいて、映像選択部７２５に、映像入力部７２４が受信した映像から選択すべき映
像を指示する。
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【０１６６】
　映像切出し指示部７２３は、表示指示受信部７２１が映像提示装置７３０から受信した
情報に基づいて、映像切出し部７２７に、映像選択部７２５によって選択された映像から
切り出す部分映像を指示する。
【０１６７】
　映像入力部７２４は、映像符号化部７１３が符号化した映像及び音声を受信する。
【０１６８】
　映像選択部７２５は、映像選択指示部７２２からの指示に基づいて、映像入力部７２４
が受信した符号化された映像のうちから必要な映像及び当該映像に関連付けられた音声を
選択する。
【０１６９】
　映像復号部（第１映像復号部）７２６は、映像選択部７２５が選択した符号化された映
像及び音声を復号する。
【０１７０】
　映像切出し部７２７は、映像切出し指示部７２３からの指示に基づいて、映像選択部７
２５によって選択された映像から、視聴者の要求に応じた映像を表示するために必要な部
分を切り出した部分映像を作成する。
【０１７１】
　映像符号化部（第２映像符号化部）７２８は、映像切出し部７２７が作成した映像及び
映像選択部７２５が選択した音声を符号化する。
【０１７２】
　映像配信部７２９は、映像符号化部７２８が符号化した部分映像及び音声を映像提示装
置３３０に配信する。
【０１７３】
　映像提示装置７３０は、表示範囲指定部７３１、表示指示送信部７３２、映像受信部７
３３、映像復号部７３４及び映像表示部７３５を備える。
【０１７４】
　表示範囲指定部７３１は、視聴者から、どの映像範囲の視聴を要望するかの要求を受け
付ける。
【０１７５】
　表示指示送信部７３２は、配信サーバ７２０に、表示範囲指定部７３１が視聴者から受
け付けたどの部分の映像を要望するかの要求の情報を送信する。
【０１７６】
　映像受信部７３３は、配信サーバ７２０から配信された部分映像及び音声を受信する。
【０１７７】
　映像復号部（第２映像復号部）７３４は、配信サーバ７２０から配信された符号化され
た部分映像及び音声を復号する。
【０１７８】
　映像表示部７３５は、映像復号部７３４が復号した部分映像を表示するとともに、当該
部分映像に関連付けられた音声を再生する。
【０１７９】
　このように、本発明に係る映像配信システムによれば、映像取得装置が複数の映像撮影
部を備えて広い領域を撮影していることにより、複数の視聴者が、同時に各々が希望する
方向のライブ映像を視聴することができる。
【０１８０】
　また、映像提示装置が表示する部分映像よりも重複領域が大きくなるように映像撮影部
を配置することにより、複数の映像を貼り合せることなしに、どれか一つの映像撮影部か
ら部分映像を切り出すだけで、視聴者が希望する映像を切り出して配信することができる
。これにより、映像配信装置の負荷を小さくし、映像配信の遅延を低減することができる
。
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【０１８１】
　本発明を諸図面や実施例に基づき説明してきたが、当業者であれば本開示に基づき種々
の変形や修正を行うことが容易であることに注意されたい。従って、これらの変形や修正
は本発明の範囲に含まれることに留意されたい。例えば、各部材、各手段、各ステップな
どに含まれる機能などは論理的に矛盾しないように再配置可能であり、複数の手段やステ
ップなどを１つに組み合わせたり、或いは分割したりすることが可能である。
【符号の説明】
【０１８２】
　１１０、２１０、３１０、４１０、５１０、６１０、７１０　映像取得装置
　１１１、２１１、３１１、４１１、５１１、６１１、７１１　映像撮影部
　１２０、２２０、３２０、４２０、５２０、６２０、７２０　配信サーバ
　１２１、２２１、３２１、４２１、５２１、６２１、７２１　表示指示受信部
　１２２、２２２、３２２、４２２、５２２、６２２、７２２　映像選択指示部
　１２３、２３３、３２３、４３３、５２３、６３３、７２３　映像切出し指示部
　１２４、２２３、３２４、４２３、５２４、６２３、７２４　映像入力部
　１２５、２２４、３２５、４２４、５２６、６２５、７２５　映像選択部
　１２６、２３５、３２７、４３６、５２７、６３６、７２７　映像切出し部
　１２７、２２５、３２９、４２５、５２９、６２６、７２９　映像配信部
　１３０、２３０、３３０、４３０、５３０、６３０、７３０　映像提示装置
　１３１、２３１、３３１、４３１、５３１、６３１、７３１　表示範囲指定部
　１３２、２３２、３３２、４３２、５３２、６３２、７３２　表示指示送信部
　１３３、２３４、３３３、４３４、５３３、６３４、７３３　映像受信部
　１３４、２３６、３３５、４３７、５３５、６３７、７３５　映像表示部
　３１２、３２８、４１２、５１２、５２８、６１２、７１３、７２８　映像符号化部
　３２６、３３４、４３５、５３４、６３５、７２６、７３４　映像復号部
　５２５、６２４　復号映像蓄積部
　７１２　音声取得部
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